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ＵＲ賃貸住宅団地を活用した
まちづくり協定を締結

第１回やちパンプロジェクト
～もしも女子高生がパンを作ったら～

千葉ロッテマリーンズの
里崎元プロが教えるスポーツ講演会

　９月27日、市と独立行政法人都市再生機構は「ＵＲ賃貸住宅団
地を活用したまちづくりに係る包括的な連携・協力に関する協
定」を締結しました。この協定により、UR賃貸住宅団地の再生・再
編、活性化、介護専用駐車場の整備のほか、子育て世帯、外国人な
どに対応したまちづくりに取り組みます。この日、ＰＩＡＺＺＡ
株式会社との三者協定も締結。同社が提供するＳＮＳアプリ
「ＰＩＡＺＺＡ」で、行政サービスや地域イベントなどの情報を
発信するほか、団地のコミュニティづくりを進めていきます。

　八千代市の産品やものがたりをイメー
ジした商品を作ろうと立ち上がった「やち
パンプロジェクト」。このプロジェクトは
企業と学校、行政が共同で行う産学官連
携事業で、八千代商工会議所、市内のパ
ン事業者６店舗、八千代高校と市が協力
して取り組んでいます。八千代高校家政
科の生徒がオリジナルのパンを考え「やち
パン」13品を商品化しました。12月１日㈮～
17日㈰の間、次の店舗で販売します。

　 ▼販売店／所在地　石窯ベーカリーサ
ンブレッタ八千代店 459-5890／大和田新
田755京成バラ園内、スマイルデイズ道の駅
やちよ 489-5761／島田2076やちよ農業交
流センター内、ピーターパン小麦の丘店
481-3401／村上南4-18-1、リヨンヴェール
487-3488／八千代台北10-20-15、リヨンＳ
ＵＤＡコッペ館 486-6933／勝田台2-16-9、
ラ・セン・デ・レーヴ ベル 406-3801／ゆ
りのき台1-31　

　10月９日、八千代市体育協会創立50周
年記念・市制施行50周年の市民企画提案
事業として、千葉ロッテマリーンズで活
躍した元プロ野球選手の里崎智也さんに
よるスポーツ講演会が開催されました。
　第１部の少年野球教室では、元プロ野
球選手の澤井良輔さんと荻野忠寛さんも
一緒に指導。打撃練習では、アドバイス
を受けた子どもたちが、次々と快音を響
かせていました。教室
の後半には、里崎さん
たちをバッターに子ど
もたちと真剣勝負も。
第一線で活躍していた
元プロ野球選手の打球
に歓声があがる一方、
打ち取ることができた
ピッチャーは大きくガ
ッツポーズ。
　第２部では、一流と
二流をわけるプロの野
球「眼」をテーマにし

た講演会に、少年野球チームの子どもた
ちをはじめ、700人が参加。「長所をどん
どん伸ばしてほしい。短所の中からも得
意なことを見つけて練習することが大
事」と、走ることが苦手だった自身の経
験を踏まえて、苦手なことへの取り組み
方やイメージトレーニングの大切さなど
を話しました。講演の最後には、参加し
た子どもたちから花束も贈られました。
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▲バットを振る時は足を閉じると指導する里崎さん

●この欄のお問い合わせは、消費生活センターへ。受け付け
は、土曜・日曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時（午後４時
～５時は 483-1151へ）。市内在住の人が対象です。企業・営
利団体の利用はできません。

【あげます】 ▼和服2着／身長160㎝前後の女性用／紺系・グ
リーン系（秋冬物・単衣物・カスリ柄）　 ▼プラレール　 ▼リカ
ちゃん人形　 ▼編み機／シルバー精工（人工頭脳付き）

【ゆずります・有料】 ▼アイススケート靴（ハーフスピード
用）／25.5㎝　 ▼クリスマスイルミネーション各種

【ゆずって・有料】 ▼電動三輪自転車
◆市役所１階ロビーのリサイクル品情報コーナーもご利用く
ださい。八千代市ホームページでも紹介しています。また、
同センターでは、食品の放射性物質検査も行っています。

危険業務従事者叙勲
【瑞宝双光章】

▼警察功労　高宮 博喜（高津）
【瑞宝単光章】

▼警察功労　櫻井 和雄（大和田新田）

おめでとうございます
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（敬称略）

市内在住か在勤の人が対象　 ▼見学日　１月27日㈯　 ▼申し込み　11月27日㈪から石井食品㈱のホームページ
のみで受け付け。コード番号「140525」で申し込みください　 ▼問い合わせ　同社工場見学担当者☎774-6769

石井食品工場見学
八千代市オリジナルツアー


